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C は試行内の時間的な位置をコードし，タイプA と B は，特異的な事象の生起に於ける情報処理に関
係していることが推測される。
第二部では前頭前野が行動の切替えに関与する様子を調べる目的で，第一部で行った弁別の逆転課
題中のユニット活動を解析した。その結果手掛り刺激に対して反応したうちの約 4 割のユニットが逆
転の前後で刺激に対する応じ方に変化を生じ，弁別反応の種類をコードする情報が，前頭前野のニュ
ーロン活動に影響を与えている事が示された。
論文の審査結果の要旨
本論文は，サルの視覚性弁別課題およびその課題を逆転させたときの前頭前野のニューロン活動を
-431-
分析し，行動のプログラミングに対する前頭前野の役割を解明しようとしたものである。
まず，色弁別課題遂行中のサルの前頭前野から 3種類のニューロン活動のパターンを見出し，その
意味づけに成功した。すなわち，継時的に生起する事象の時間的構造をコードすると考えられるもの
で，隣接する事象の間持続的に活動するもの，事象の開始前に一過性に活動し，事象発生のプログラ
ム信号たりうるもの，および事象発生直後に一過性に活動し，その事象での何らかの情報処理に関係
していると考えられるものである。これらのニューロン活動は， Jacobsen 以来知られている前頭前
野の破壊が行動を時間的に構造化する能力を消失させるという行動学上の知見に照して妥当なもの
であり，この分析は前頭前野の機能にミクロな側面からの新しい解釈を与えている。
また，視覚性弁別課題の逆転時のニユーロン活動を分析し，逆転前後で反応が変化したときにそれ
に対応してパターンが変化するニユーロンを見出した。このニユーロンは弁別反応の種類をコードし
ているものと解釈された。
以上，本論文は神経科学およびその応用に大きく貢献するものがあり工学博士の学位を授与するに
f直すると認、める。
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